
海洋科学技術に係る当面の重点事項を受けた取組（案）

経済・社会的課題の解決に向けた取組の強化

海洋科学技術に係る基盤的施策の推進オープンイノベーションの推進

第５期科学技術基本計画、総合海洋政策本部参与会議意見書、Ｇ７伊勢志摩サミット首脳宣言等、海洋科学技術に対す
る国内外の状況を踏まえ、海洋国家たる我が国における海洋の位置付け等も考慮しつつ、関係省庁や研究機関、産業
界と連携を図りながら、以下の点について来年度に向けて重点的に取り組む

科学的根拠に基づく海洋の管理等に資する取組

北極域研究の戦略的な推進

国民の安全・安心の確保に資する研究開発

Ｇ７伊勢志摩サミット首脳宣言を踏まえ、科学的根拠に
基づく海洋の管理、保全及び持続可能な利用に資する
取組を推進

北極研究戦略委員会の検討を基に、観測技術の高度
化等を含めた北極域研究の戦略的な推進

国民の安全・安心の確保に資する研究開発や、東日本
大震災を経て蓄積された知見をより良い復興に生かす
ための研究開発等を推進

長期的な観測や先端技術といった活動の基
盤となる、基礎研究、基盤技術の開発、人材
育成等の強化やリテラシーの向上について
着実に取り組みを実施

海洋に関する多種多様なデータを活用し、分
野を超えた連携も含め新たな経済的・社会的
価値を創造する研究開発を推進、海洋分野
におけるイノベーションを加速

○新型漂流フロート開発・展開
○基盤的観測網や係留観測の拡充 等

○無人探査機（ＲＯＶ）システムのフルデ
プス化に向けた技術開発
○研究船等による観測研究の推進 等

○連続リアルタイム海底地殻変動観測技
術の開発・展開
○海底活断層の高精度広域調査
○東北マリンサイエンス拠点形成事業 等

○海洋観測ビッグデータを利用した新た
な価値創造
○オープンイノベーション創出に向けた、
分野を超えた多様な技術・知見・人材
が糾合・統合しやすい環境の整備 等

○北極域研究推進プロジェクト（ArCS）
○先進的な北極域観測技術の開発 等
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海洋分野におけるイノベーションの推進 参考

国内外の状況を踏まえ、海洋国家たる我が国における海洋の位置付け等も考慮しつつ、経済・社会的課題の解決や
オープンイノベーションの推進に向けた取組（下図の緑色矢印）を強化していく必要があるのではないか。

先端技術の開発・

他分野での活用

ビッグデータ収集・

解析・活用技術

イノベーションを生み出す基盤技術の高度化

海洋観測データを活用したスマー
ト水産業の実現

海流予測や海氷予測による船舶
航行支援

局所気象・気候データを活用した
農業や自動走行の高度化

気象データと生物出現情報を組
み合わせ、感染症警報を発信

海洋生物由来の医薬品、食品等
の商品化

分野を超えた

連携

多様な人材の参入

中小企業・ベンチャー企業の活用
海洋地球

インフォマティクス
データ統合・解析システム

（ＤＩＡＳ）との連携

水温、塩分、流向・流
速、pH、クロロフィル、
海上大気、海底地形、
海底下構造、岩石サ
ンプル、掘削コアサ
ンプル、海洋生物サ
ンプル・ゲノムデータ、
深海映像・画像 な
ど

鉱物資源の調査技
術・成因解明、海洋
生態系の変動、海溝
型地震・津波の発生
メカニズム、集中豪
雨等の極端現象の
発生メカニズム、気
候変動への影響予
測 など

海洋のガバナンスの確保
（海洋資源・環境の持続的利用）

安全・安心・復興
（地震、気象等）

極域及び海洋の総合的理解

データ等 科学的知見 課題の解決

研究船、有人潜水艇、
ブイ、ＲＯＶ、ＡＵＶ等

↑ 要素技術

センサ、材料・素材、
エネルギー・動力、ロ
ボット、データ通信、映
像、音響等の最先端

技術

発展の基盤

複雑・大規模

特殊環境

観測技術 海 洋

海洋の特徴

我が国の四方を囲む、持続的発展の基盤

深海底から大気まで様々な現象が絡み合うため、
現象の距離的・時間的スケールが大きい

陸上とは異なる特殊な環境

我が国が抱える様々な課題の解決に貢献

データ科学・計算科学の活用、多数分野・多数機
関の連携

先端技術の先導・波及

新しい価値の創出（例）


